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第一章 緒 言

初 メ テ詳 シ ク肺 結核 患 者尿 一 就 テEhrlich氏

「ヂ アツ ォ」反 慮 ノ研 索 ラ重 ネ タ 〃 ・Weissデ

アル。 彼 ハ 「ヂ アツ。」反 慮 テ與 フル 圭禮 ハ 彼 ノ

所 謂 「ウ ロ クロ モゲ ン」ナ リ トシ、「ウ ロ クロ モ ゲ

ン」反 磨iテ 提 唱 シタn然 シ「ウ ロ ク ロ モゲ ン」ハ
ほ

何 物 デ アル カ、 且何 カ ラ出來 ル カ ニ就 テハ途 二

解 明 ス ル所 ガ ナ カ ツ タ.

近 時 古 武 教 授 拉 一 ソ ノ門 下諸 氏 ノ 研 究 ニ ヨ リ

「ウ ロ ク ロ モゲ ン」ノ母 質 ハ 「トリ プ トフ 。一 ン」

デ アル コ ト、 更 二 「キ ヌ レニ ン」ナル新 物 質 ノ登

見 ニ ヨ リ「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」ガ 「キ ヌ レニ ン」テ経

テ形 成 サ レル事 ガ 明 カニ ナ ツ タ。

結 核 患 者 尿 二 何 故 二 該 物 質 ガ 壇 量 ス ル カ ニ就

テ ハ、 古武 教 授 ハ 「結 核 患 者 ノ盟 内 二於 テ盛 ナ

ル組 織 蛋 白崩 壌 ア リ、ソ ノタ メ ー生 ジタ ル 「トリ

プ トフ。一 ン」ハ 容 易 二 「キヌ レニ ン」二憂 化 シ、

之 ト相 去 ル コ ト遠 カ ラザ ル 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」ト

シテ尿 中 二排 出 サル ・タメ ナ ル ベ ク、 帥 チ全 ク

膿 内 二於 ケ ル 「トリプ トフ 。一 ン」分 解 径路 ノ偏

移 、 恐 ラクハ酸 化不 全 ノ結 果 二基 クモ ノナ ルベ

シ」 トセ ラル。

「ヂ アツ。」反 鷹iノ出 現 ハ 蛋 白 中 間新 陳代 謝 特 二

「トリ プ トフ。一 ン」代 謝 障 碍 ノ表 現 ナ リ トス ル
、

コ ノ新 知 見 ノ上 二立 チ テ改 メ テ 「ヂ ア ツ,J反 慮

ノ臨躰 上 ノ意 味 テ吟 味 セ ン ト試 ミタ。
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第二章 實験材料及ビ方法

患 者 ハ スベ テ刀 根 山病 院 入院 患者 ニ シテ、 探 尿

ノ・スベ テ早 朝 第 一尿 テ以 テ シ、Weiss氏 「ウ ロ ク

ロモ グ ン」反 慮 ヲ軍 掲 二或 ハEhrlich氏 「ヂ アツ 、」

反 慮 ト虹 行 検 査 シ タ.

「ヂ ァ ツォ」反 慮 ハ型 ノ如 ク行 ヒシ モ、 「ウ ロ ク ロ

モ ゲ ン」反 慮 ハ次 ノ如 キ攣 法 テ案 出 シテ行 ツ タ。

即 チ原 尿 テ 濾 過 セル モ ノ10c.a二 過 「マ ンガ ン」

酸 加 里 千 倍 液 テ3滴 滴 加 シ黄 色 テ呈 スル テ陽 性

トシ(褐 色 ハ 陰性)、 コ レニ7000倍 「メ チ レ ン プ

ラ ウ」溶 液 テ青 色 二 移 ル 迄 滴 加 シ2滴 以 内 ナ レ

バ(十)、4滴 以 内(十)ソ レ以 上 テ(帯)ト ス。

赤 血 球 沈 降 速 度 ハWestergren-Katz氏 法 ニ ヨ

リ中間 値 ヲ トル。

第三章 實験成績

第 一節 統計 的槻察

第一項 「ウロクロモゲン」反慮 ト

赤沈反慮 トノ關係
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例 スル ト謂 ハ ル ・赤沈 速 度 ノ度 ト必 ズ シモー 致

セザ ル ハ該 反 慮 ガ決 シテ組 織 崩 壌 ノ廣 サ ト必 ズ

シモ直接 二關係 テ持 タ ヌ事 ノ謹 デ アル。

第 二 項 「ウ ロ クロ モゲ ン」反 慮 ト

熱 型 ト ノ關係
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慮陽性卒ハ檜加セルテ認 メタ。然 シ赤沈速度中

間値50mm以 上テ示スモノニ於テモ約 ソノ牛

撒ハ陰性二止ルコト、拉二強度速進 セザルモ ノ
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計 284 82 168 76 14 624

大 盟 ニ ハ禮 温 ノ上 昇 セ ル モ ノニ陽 性 卒 高 キ テ見

ル ガ、38。.5ノ 議 熱 者 ニ モ 牛 撒 ノ陰 性 者 ア リ、

無 熱 、或 ハ不 安 定 熱 者 ニ モ ソ ノ反 慮 ノ陽 性 者 テ

見、 然 モ張 陽 性 テ呈 ス ル者 アル ハ注 意 スベ キ事

デ、 「熱 」ハ 中毒 現 象 ノ徴 候 ト シテ ハ甚 ダ重 要 ナ

ル モ ノデ アル ガ、 障 碍 ノ程 度 テ示 ス示 標 トシテ

ハ艦 温 ノ異 攣 ハ多 分 二農 質 的 影 響 ヲ被 ル モ ノデ、

コ ノ貼 二關 シテ ハ生 艦 新 陳 代 謝 テ土 皇 トシタ該

反 慮 ハ ヨ リ確 實 ナ示 標 デ アル ト謂 ヘ ル。
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第 二節 個 別 向甥観察

肺結核 ノ各例 二就 テ注意深 ク該反慮 ノ検査 ラツ

ヅケテ行 ク ト種々 ノ事象二遭遇スル。

第1例 森 ニタ○ヱ

第 一 。 死 二至 ル迄 陰 性 二止 ル カ死 撒 日前僅 カ ニ

陽 性 トナ リ シ例 。

「ヵ ル テ」デ明 カ ナ ル如 ク2例 共 二急 二心 臓 衰 弱
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ラ來 シタ ル者 ニ シテ、 死 ノ原 因 ガ菌 毒 中 毒M

フ ヨ リモ寧 ロ局所 性 ナ ル機 械 的 障 碍 ヲ原 因 トス

ル 循 環 障 碍 ニ ヨ ツ タモ ノ トスル ベ キ デ アル。 肺

結 核 ノ豫 後 決 定 ノ ヒニ該 反 慮 陽性 ノ示 ス部 分 以

外 二猫 臨 林 上呼 吸 拉 二血 行 障 碍 ニモ充 分 二注 意

ラ彿 フベ キ デ アル。

第 二。 該 反 慮 陽 性 ナ リ シ者 ニ シテ死 ノ撒 日前 ヨ

リ陽 性度 減 弱 叉 ハ 全 ク陰 性 トナ リ シ例 。

第7例 田○徳

停止性結核 ヲ思 ノ・セル モ ノニ陽性
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顯 現 スル コ ト少 カ リシモ、 禮 重 ノ ミガ之 二反 シ

テ上 昇 セズ寧 ロ下 降 セル コ トガ之 ノ反 磨 陽 性 ト

共 二唯 一 ノ中毒 徴 候 ナ リ シモ ノデ ァツ タ。

第9例 井 ○政026歳

古 武 教 授 ハ 「トリプ トフ..一 ン」ノ分 解 ガ 「ウ ロ ク

ロモ ゲ ン」二迄 至 ラザ ル階 級 二於 テ止 ル爲 デ、生

禮 酸 化 機 轄 ニー 層 ノ障 碍 ノ來 タ 爲 ト考 ヘ ラ レ

ル。 「カル テ」二明 カナ ル如 ク生 禮 ノ生 活 力 ガ極

度 二衰 弱 シ禮 温 ノ上昇 テ見 ザ ル ニ至 ル部 分 二之

ラ観 ル事 ガ多 イ。
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必 ズシモ病慶 ノ憤サニ該反慮出現ガ關係 テ持 タ

ザル事 ヲ示 ス例 デアル。

第五。結核性肋膜炎或 ハ腹膜炎 ノ初期 ニー時的

二該反慮 ノ陽性 トナリ、或 ハ之ガ治癒 二至ル迄

陽性 ラ持綾 シタル例。

是等 ノ例 デ「トリプ トフ7一 ン」代謝異常 ガ漿液

膜炎性機轄 ノ初期ニモ明カニ現バ レル事、何故二

該反慮 ハ明カニ滲出液 ガ現 ハレ出ル後期 二浦腿

第10例 白○ 瀬 ○ ヱ25歳Pleuritisexsud.destr.
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第11例 井 ○ 政 ○ ・25歳Pleuritissiccasinistr・ 第12例 野C春22歳

　 ロ
PITiR

l4。i50

1「㍗

罵::
翻
夕}ツオ妖
イz邸磯

ノ4∫1617

靴 性 助 刀丈炎」

49・9

■ ●9,

十

》1＼
1_

± ヰ.1-一+
十 十卜

　 ソン ノノ ノす　 ノノ ガ ソア 　

i;… ・i

ltr-『 ■'t--1'一
一一昌一 ト …一「 一←一 一一卜一 一

・茎詮 レ誌{一{滋
1¥1・ ・↑.

llll

十静 →俸 十

,帯;轟 「'事 一

第13例 木 ○浦 ○ 子19歳Peritonitistbc.

1肩9 肋 〃 /2レ ノ1/4 /∫ 〃 !7 〃/4〃 1勿ウ〃 〃 ノ〃 31 〃 卿 ノ7 〃 〃 〃 〃 1!%1〃 /列 〃 ノ/ i%1〃 71ノ ノ1〃 /!「
附

2・

。。

。。

8。1ー

⑫

め

銘

∬

飛.

"

白
1ッ自
鴛球o

一
白

慮
:

白

畠三
・」ぷ

妾1
■

白
セ」』
ム埣
9

亥才

姫
`一,

白
へ、1ユA
疎ε

[
l

I

鵜

"

"

β
ハ

1_口

,

醒

'蓋 ハ

π

!、

.Al、

野
巫癒処A 』 A 孟艇

へ
△ ノ

∠蚕 陶
覧

D「

㌧

8
=

!
4

♂L
ノ

● 1一

∫
イ

"

一 一 一 一 一
や
、・、

r

/
4 並

1嶋

一 一亙聾
」

輩掌
6

嗣一一 琉
ひ.へ

抜
八

■

o.

●伊

蘭 一

「
1

/㌧、

耐

中
▽賦 …戸評ゆ

f ヒ

51

「 P「 擢 げ

房 ・

り 鳩嶋 轡 軸 土 ⇔ 十 轍 伴 榊 ← 榊 ぐ静1榊i 帯 噺 静 帯1レ 悼 " 1一 lIll一

輪 静 十 榊 謡 帯 榊 榊 軸 帯 帯 卜齢1 嫌 轍 轍 帯II帯 粥 1一 lIii士

第14例 御 ○喜017歳

謁
,
しレ

サ
帯

}に 一「一

ご 騨r、'1》'

スル カ、 清 龍 セズ シテ之 ガ治 癒 二至 ル迄 存 緬 セ 時 性 ノ表 現 デ アル ト考 ヘ ラ レル
。

ル例 予夫 レ トノ間 ノ病 攣 ノ差 異 如 何 等 ノ1貼ハ眞 臨 沐 上 興 味 アル ハ、 カ ・ル場 合 登 熱 ノ状 態 ト血

二興 味 ラ ソ ・ル モ ノデ アル。 之 モ亦 力 ・ル代謝 液 ガ 白血 球 減 少 症 テ示 ス黙 デ「チ フス」ト誤 ラ レ

異 常 ガ組 織 崩 壌 ソ ノモ ノ ト直 接 關 係 テ持 タズ、 易 イ黙 デ アル。

寧 ロ菌 毒 ニ ヨル生 艦 機能 攣 調 ノ上 ニ カ ・ル代謝 第 六。 肺 結 核 経 過 中 ニー 時 的 ニ ソ ノ病 勢 ガ再燃

異 常 ガ土 皇 ラ持 ツ場 合 ガ多 ク、 コ ノ意 味 デ ハ漿 シ、 又 ハ故 意 ノ操 作 ニ ヨ リテ動 揺 性 テ帯 ビル ガ

液 膜 反 慮 ト代 謝 異 常 トハ共 ニ ソ ノ生膿 攣 調 ノ同 如 キ場 合 二該 反 慮 ガー 時 的 二陽 性 トナ ル例 。
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(イ)禮温 ノー時的上昇

第16例 西○星○

(ロ)脈 搏 ノ ミー一時 的 動 揺 ノ來 タ場 合

12歳 脈搏不安定 ナ リシ時 陽性
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(ハ)内 臓 反 射 ノ顯 著 トナ ツ タ場 合

第17例 和○春024歳 内臓 反射顯 著 トナ リシ時陽性

(二)喀 血 又 ハ血 疾 ノ來 リ シ時

第18例 河 ○誠036歳 喀血 叉ハ血疾 ヲ件 フ トキ陽性
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(ホ)菖 「ツベ ル ク リ ン」皮 内注 射 。

「レ ン トゲ ン」像 ニ ヨ リ、 右 肺 尖 繊維 性 攣 化 ト左

肺 上 野 ノ結 節 性 結 核 テ謹 明 スル事 ノ出來 タ患者

二rツ ベ ル ク リ ンJ千 倍 液0.1c.qテ 皮 内接 種 シタ

場 合 二該 反 磨 陽 性 轄 化 セル テ認 メタ。

該 反 磨 出 現 ハ 「豫 後 不 良 」ノ徴 トセ ラル ・モ、 臨

躰 ノ實 際 二於 テ ハ病 勢 増 悪 テ意 味 ス ル ガ如 キ事

象 二俘 ハ レテー 時 的 ニ ソ ノ陽 性 トナ ル場 合 可 成

多 ク、 シカ モ該 反 慮 テ陽 性 トス ル ガ如 キ膿 況 ハ

合理的ナル治療 二依テ又滑腿セシメ得 ル事ガ至

難デナイ事 ガ多 イノデアル。コノ意味デ該反慮

ノ陽性ハ先 ヅ「病勢向檜悪」ノ大切 ナル徴 トシテ

吟味 セラル可キデ、 ソレガ長 ク持緬 スルガ如 キ
　

場 合 初 メテ ソ ノ「豫 後 不 良」二思 ヒテ至 スベ キ デ

アル ト考 ヘ ラ レル。 從 テ別 二 述 ベ ル 「トしリ プ ト

フ。一 ン」員 荷 試 験 ト共 二 「結 核 ノ活動 性」 ノ論 議

ノ上 二大 切 ナ項 目 デ ァル。
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第四章 考 案

以 上 統 計 的事 象 ト個 々 ノ臨躰 例 二於 ケ ル親 察 ト

ニ依 テ、 「ヂ ア ツォ」拉 二 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」反 慮

ノ陽 性 出現 ガ必 ズ シモ生盟 組 織 崩壌 ノ廣 汎 度 ト

直接 ノ關 係 テ示 サ ・"ル事 テ知 ツ タ。 生 艦 蛋 白崩

壌 ニ ヨツ テ 「トリ プ トフ 。一 ン」ノ多 量 ガ産 出 セ

ラル ・場 合 ハ勿 論 アル モ、 然 ラザ ル場 合 二於 テ

モ生 膿 ノ新 陳代 謝 機能 二攣調 ガ現 ハ ル ・ガ如 キ

病 的盟 況 トナル時 ハ、 既 ニ ソ ノ壇 量 テ待 タズ シ

テ 「トリ プ トフ 。一 ン」代 謝 モ異 常 態 度 テ顯 現 ス

ベ キ デ アル。 即 チ後 ノ場 合 コ ソ、 該 反 磨 ガ結 核

ノ臨 躰 二於 テ重 要 ナ ル意 味 テ持 ツ所 ノ黙 デ アツ

テ、 生 膿 ガ結 核 二感 染 罹 患 シタ場 合 ソ ノ菌 毒 ト

病 竈 産 物 ノタ メ ニ傷 害 テ被 リ生 膿 蛋 白新 陳代 謝

機 能 二偏 位 ヲ來 シ病 的 態 度 テ示 スニ至 ル ト、 結

核 二於 テ ハ 第 一 義 的 ナ ラザ ル ト迄 思 ハ ル ・「ト

リ プ トフ。一 ン」代 謝 ノ上 ニ モ攣 調 ガ來 リ、 既 二

顯 現 的 ニハ該 反 磨 陽 性 トシテ、潜 在 的 ニ ハ 「トリ

プ トフ.一 ン」員荷 試 験(別 述)一 ヨツ テ、 之 テ認

識 ス ル ニ至 ル ノデ アル。 換 言 ス レバ、 結 核 菌病

ノ本 態 的傷 害 ノ結 果 ナ ル 中毒 現 象 ノ程 度 ノ探

究 、 即 チ結 核 病 勢 ノ如 何 ノ判 定 二向 ツ テ、 結 核

二於 テ特 殊 的 ナ ラ ズ ト考 ヘ ラ レル 「トリ プ トフ。

一 ン」新 陳代 謝 異'テ 目標 トスル事 ガ出來 ル、

從 テ コ ・二 臨 躰 上 「ヂ ァ ツ 月 拉 二 「ウ ロ ク ロモ

グ ン」反 慮 ノ検 査 テ 忽 セー スベ カ ラザ ル根 檬 ガ

明 力島 ナル 。

第五章 結 論

「ヂ アツ ォ」反 慮拉 二 「ウ ロ ク ロモ グ ン」反 慮 ハ結

核 菌 感 染 罹 患 一=一.ヨリ登 生 シタNoxeノ 個 盟 侵

害 ニ ヨル生盟 機能 攣 調 ノ象 徴 ニ シテ、 從 テ結 核

ノ活 動 性 テ意 味 ス。

終 二臨 ミ不断 ノ御鞭捷 ト本稿御校閲テ恭 フシタ

ル太縄院長 二深厚ナル感謝 テ捧 グ。

尚御多忙 ニモ不拘御助言 ト御校閲 ノ努 テ賜ハツ

タ大阪帝大市原助教授 二満腔 ノ謝意テ表 ス。
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